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   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｊ   1/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   16/00     ＺＮＡ　
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   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
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   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
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   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｊ
   Ａ６１Ｊ    1/05     ３１０　
   Ａ６１Ｊ    1/05     ３１３Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月4日(2017.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｆｃ内で１以上のアミノ酸置換を含むＦｃ含有分子であって、前記Ｆｃが２３９位、２
４１位、２６２位、２６４位、２６５位、２９６位又は３０１位での置換を含む、前記Ｆ
ｃ含有分子。
【請求項２】
　２３９位での置換がＳ２３９Ｄ、Ｓ２３９Ｅ若しくはＳ２３９Ｋである、２４１位での
置換がＦ２４１Ａである、２６２位での置換がＶ２６２Ａである、２６４位での置換がＶ
２６４Ｄ、Ｖ２６４Ｌ、Ｖ２６４Ａ若しくはＶ２６４Ｓである、２６５位での置換がＤ２
６５Ａ、Ｄ２６５Ｖ若しくはＤ２６５Ｓである、２９６位での置換がＦ２９６Ａである、
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又は、３０１位での置換がＦ３０１Ａである、請求項１に記載のＦｃ含有分子。
【請求項３】
　前記Ｆｃが２３９位での置換と２６４位での置換とを含む、請求項１に記載のＦｃ含有
分子。
【請求項４】
　前記ＦｃがＳ２３９Ｄ、Ｖ２６４Ｄ又はＶ２６４Ｌの置換を含む、請求項３に記載のＦ
ｃ含有分子。
【請求項５】
　前記Ｆｃが２３９位での置換と２６５位での置換とを含む、請求項１に記載のＦｃ含有
分子。
【請求項６】
　前記ＦｃがＳ２３９Ｄ又はＤ２６５Ａの置換を含む、請求項５に記載のＦｃ含有分子。
【請求項７】
　前記Ｆｃが２６４位での置換と２９６位での置換とを含む、請求項１に記載のＦｃ含有
分子。
【請求項８】
　前記ＦｃがＶ２６４Ｄ又はＦ２９６Ａの置換を含む、請求項７に記載のＦｃ含有分子。
【請求項９】
　前記Ｆｃが２６４位での置換と２６５位での置換とを含む、請求項１に記載のＦｃ含有
分子。
【請求項１０】
　前記ＦｃがＶ２６４Ｌ又はＤ２６５Ａの置換を含む、請求項９に記載のＦｃ含有分子。
【請求項１１】
　前記Ｆｃが、配列番号１又は配列番号５で示されるアミノ酸配列に対して少なくとも９
０％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載のＦｃ含有分
子。
【請求項１２】
　前記Ｆｃ含有分子が抗体又はＦｃ融合タンパク質である、請求項１～１１のいずれか一
項に記載のＦｃ含有分子。
【請求項１３】
　前記Ｆｃ含有分子がＮ結合型グリコシル化を含む、請求項１～１２のいずれか一項に記
載のＦｃ含有分子。
【請求項１４】
　前記Ｆｃ含有分子が哺乳類宿主細胞における発現によってグリコシル化される、請求項
１３に記載のＦｃ含有分子。
【請求項１５】
　前記哺乳類宿主細胞がチャイニーズハムスター卵巣（ＣＨＯ）細胞株である、請求項１
４に記載のＦｃ含有分子。
【請求項１６】
　Ｆｃ含有分子の４０％を超えるものが成熟Ｎ結合型グリコシル化を含む、請求項１３～
１５のいずれか一項に記載のＦｃ含有分子を含む組成物。
【請求項１７】
　Ｆｃ含有分子の５０％未満が未成熟のＮ結合型グリコシル化を含む、請求項１３～１６
のいずれか一項に記載のＦｃ含有分子を含む組成物。
【請求項１８】
　Ｆｃ含有分子の５％未満がマンノース５（Ｍ５）Ｎ結合型グリコシル化を含む、請求項
１３～１７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記組成物が医薬組成物である、請求項１６～１８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
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　請求項１９に記載の医薬組成物を含むバイアル。
【請求項２１】
　請求項１９に記載の医薬組成物を含む注射器。
【請求項２２】
　Ｆｃ領域を含むポリペプチドであって、前記Ｆｃ領域が２３９位、２４１位、２６２位
、２６４位、２６５位、２９６位又は３０１位でのアミノ酸置換を含む、前記ポリペプチ
ド。
【請求項２３】
　請求項２２に記載のポリペプチドをコードする核酸。
【請求項２４】
　プロモータに作動可能に連結されている請求項２３に記載の核酸を含む発現ベクター。
【請求項２５】
　請求項２３に記載の１以上の核酸を含む宿主細胞。
【請求項２６】
　前記核酸がプロモータに作動可能に連結される請求項２５に記載の宿主細胞。
【請求項２７】
　前記宿主細胞がチャイニーズハムスター卵巣（ＣＨＯ）細胞株である、請求項２５に記
載の宿主細胞。
【請求項２８】
　Ｆｃ含有分子の産生方法であって、前記方法が
（ａ）Ｆｃ含有ポリペプチドの発現を生じる条件下で請求項２５～２７のいずれか一項に
記載の宿主細胞を培養することと、
（ｂ）前記培養物から前記Ｆｃ含有分子を単離することと
を含む、前記方法。
【請求項２９】
　Ｆｃ含有分子の組成物の製造方法であって、前記方法が
（ａ）Ｆｃ含有ポリペプチドの発現を生じる条件下で請求項２５～２７のいずれか一項に
記載の宿主細胞を培養することと、
（ｂ）前記培養物から前記Ｆｃ含有分子を単離してＦｃ含有分子の組成物を得ることと
を含む、前記方法。
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